
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日、３０℃を越える日が続いています。エアコンのない教室は３４～３５℃、外も３８℃を計測し

ました。熱中症にならないために、もう一度熱中症について、確認、予防、そして熱中症かな？と思っ

たら、正しい対処で重症化することを防ぎましょう。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＊熱中症を疑う症状がある時は、Ⅰ度の場合は、運動を止めて涼しいところで休養、体を冷

やして、水分補給を行う。ここでいう水分は、水ではなく、経口補水液やスポーツドリン

クが望ましいです。 

   ＊水分補給をして休養しても、症状が治まらない時は、病院を受診します。 

   ＊Ⅲ度の症状がある時は、救急搬送します。 

   ＊Ⅱ度で意識があっても、水分を自分で取れないときは、救急搬送します。（無理に飲ませない） 

今日で１学期が終わりですね。 

いよいよ、夏休み！ と言っても、夏季補習や合宿、部活動で忙しい

日々だと思います。 

暑い日が続いていますので、しっかり水分補給に、栄養・睡眠を 

とって、この夏を元気に、有意義にすごしてください。 

 
 

 

 

平成３０年７月２０日 

大村高校   保健室 

 

熱中症は、Ⅰ～Ⅲ度に分類されます。 

 



 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ◎夏休み明け、体育祭前の健康相談を学校医の岡先生に実施していただく予定です。 

体育祭に向けて、体調のことで相談したいことがある人は、保健室へ申し出てくだ

さい。詳しくは、８月２０日に教室掲示でお知らせします。 

 

◎１学期の健康診断の結果、受診が必要と受診勧告書を配られた人は、夏休みの期間

を利用して受診をして、報告書を保健室へ提出してください。 

自分たちで経口補水液を手作りする場合は、 

水 1リットルに   

塩 １～３ｇ（小さじ 1/4～1/2） 

   砂糖 ２０～４０ｇ（大さじ２～４） 

を加えたものが効率よく水分と塩分を補給

できます！ 

これにレモン果汁を加えると 

さらに飲みやすくなります。 

 


